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昨年 10 月号の編集後記で，「東京
オリンピック・パラリンピック大会
の開幕が待ち遠しい。」と書いたの
ですが，本号の編集作業を始めた 3
月下旬に，新型コロナウイルス感染
症の世界的な拡大により，大会の 1
年延期が発表されました。
その後，国内における緊急事態宣
言や解除後の 2次感染拡大，および
世界的なさらなる感染拡大で，大会
の開催が危ぶまれましたが，9月に
IOC から「新型コロナウイルスに
関係なく大会を開催する。」と公表
されました。
今後，新型コロナウイルス感染症
が収束して，東京オリンピック・パ
ラリンピック大会が無事に開催され
成功することを祈っています。 
さて，11 月号は，「道路」特集です。
道路事業における様々な課題に対す
る取組みに関する行政情報，および
道路管理者や JCMA会員の最新情
報（新技術・施工事例等）を紹介し
ています。

巻頭言は，横浜国立大学の前川教
授に，次世代に向けた喫緊の課題で
ある「道路インフラ整備・更新事業
の生産性向上」についてのご提言を
いただきました。
行政情報は，国土交通省道路局の

「道路分野における新技術導入促進
の取組み」および「道路維持管理の
高度化・効率化に向けた取組み」に
ついて最新情報を紹介していただき
ました。
特集報文としては，道路に関連す
るトンネル，橋梁，斜面，舗装，建
設機械など広い分野における，交通
の円滑化，交通安全，施工の合理化，
工期短縮，コスト縮減，生産性向上，
耐災害性強化，耐久性向上，長寿命
化，施工の高速化，省人化，無人化，
遠隔操作，工事の安全性向上などを
キーワードとした報文を執筆してい
ただきました。
最後になりましたが，新型コロナ
ウイルス感染症拡大による仕事環境
の変化への対応を求められるなか，
ご忙中にもかかわらずご執筆頂いた
著者の皆様に深く御礼申し上げま
す。� （石倉・斉藤）

12 月号「先端土木／建設技術の開発／実用化特集」予告
・国土交通省における ICT 施工の導入状況　・深層学習およびアンサンブル学習を用いた切羽評
価システム　・建設機械のEMC 試験に対応可能な大型電波暗室建設：新欧州EMC 試験要求（EN 
ISO 13766）が開始　・転圧プロセスの自動化により一貫した締固め作業を実現する半自動振動
ローラ締固めシステムの開発　・5G 高速通信システムによる建設機械遠隔操作技術　・吹付枠
工省力化技術の開発　・長時間飛行可能な有線給電ドローンを開発　・コンクリート構造物を「現
場で直接プリント造形」　・建設用 3D プリンタを用いた PC 構造体の設計施工デモ実証と今後の
展望　・自律走行式床面ひび割れ検査ロボットの開発　・人と重機の接触災害リスク低減システ
ムの開発　・生産性向上，WLB に寄与する建設ロボット開発の最新状況と今後の課題　・山岳
トンネルのロックボルト打設自動化を実現
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